


Ⅰ　鎌倉道（南側）に沿って……下飯田・下和泉方面

下飯田・下和泉方面には南北に鎌倉道（上の道）が通り抜け、上飯田との境には東西に大山道が走っている。鎌倉道や大

山道沿いに古くから開けた地域である。明治中期から昭和初期にかけて養蚕業、製糸業が栄え、戦後は都市の近郊農村と

して野菜作りが盛んで都市へ出荷し、昭和 40 年代に入り、住宅や工場が進出し人口も急増し農業も変化している。

①中和田公園　和泉町３４９６付近

かつて招魂社と呼ばれ、大きな「忠魂碑」がたっているほ

か、泉区のかつての名士たちの顕彰碑が立ち並んでいる。

②かさもり稲荷　上飯田町１０９４

医薬が現在ほど進んでいなかった時代、瘡（性病やおでき）

から身を守るために信仰された。瘡守、笠森などとも書く。

③三柱神社　上飯田町８４０

大正元年、菅原道真を祀った天神社、大山咋命を祀った日

枝社、豊受気媛を祀った神明社の３社が合併したもの。

④持田角左衛門墓　上飯田町３９１

持田角左衛門は当地方の製糸業のパイオニアである。明治

32 年、アメリカの先進技術を学んで帰国、「盛進社合資会

社」を設立したが、明治 34 年、志なかばにして６０歳で

この世を去ったため、長男の初治郎がその跡を継いだ。持

田製糸工場は現在の上飯田農協の近くと長後とにあった。

⑤宮崎製糸場跡　上飯田町１１２

オオオオオリオ のある場オは、かつてのオオ製糸場の跡。

オオ勘右衛門・同長男芳松は持田製糸場に続いて製糸業に

乗り出し、大正１２年には女工３３０名を擁する大工場に

発展させたが、その後、幾多の変遷を経て、現在はオオオ

オオリオ キ社キ業オとなっている。

オオ氏住居の長屋門はいまも周囲を圧している。

⑥日枝神社　下飯田町１７５１

日枝神社は、今は目立たない存在になっているが、かつて

はお祭りも盛大に行われていたようだ。

この付近の旧道は鎌倉街道の風情を最もよく残している。

⑦美濃口家　１７４４（付、美濃口春鴻の墓）

旧道に沿って大きな長屋門のある家が、江戸期以来の名主、

明治になってからも村長を出し続けた美濃口家である。

春鴻は享保１８年（１７３３）美濃口家に生まれた人で、

江戸期の相模を代表する俳人といってよい。墓は近くの新

道沿いにある。

⑧下飯田左馬神社　下飯田町１３８９

「相模七サバ」の１つといわれている。境内や鳥居付近に

庚申塔、堅牢地神塔、馬頭観音、不動明王など、いろいろ

な石仏が、豊かな相模の「野の仏」を見せている。

⑨富士塚城址　下飯田町１０１６

現在、鎌倉街道に面して「富士塚城址」の石碑の立った公

園があり、源頼朝の危急を救った恩人としての飯田家義の

故事を伝えている。しかし、実際の家義の館は現在の富士

塚団地の中にあったらしい。明治３２年、家義の墳墓の跡

らしいものを掘り当てた人があり、近くの共同墓地内に

「古賢大菩薩」の石塔が建てられた。

東泉寺には、家義の供養塔のほか、このとき出土したと伝

えられる五輪塔などがある。

⑩東泉寺・琴平神社　下飯田町７４３

東泉寺は、相模八十八箇オの札オで、鎌倉竜宝寺の末寺。

寺の境内には飯田家義の守りキ尊であったという薬師を

祀る薬師堂がある。また隣の琴平神社との間や山門脇には、

鎌倉道・大山道の道標をはじめ、石仏群が祀られている。

琴平神社は、江戸時代のこの地区の領主（旗キ）であった

筧氏が、境川の水防を願って勧請したもの。

⑪天王森泉公園（清水製糸工場跡）　和泉町２９８

天王森泉公園の中心になっているのが、かつての「清水製

糸工場」の建物である。同工場は大震災などで廃業したが、

建物自体は近くの人に買い取られて、住居として現存して

いた。公園が計画される際、持ち主から市に譲り渡された。

⑫下和泉鯖神社　和泉町７０５

慶長年間、当地の清水・鈴木両氏が氏神として勧請したも

のという。相模七サバのひとつ。

⑬密蔵院　和泉町７２７

真言宗の古い寺。この寺は、旧和泉村内の神社や石仏、そ

れに出羽三山講の先達としてその名を刻まれているから、

かつては和泉村の民間信仰の中心役を務めていたらしい。

境内には貞和３年（１３４７）の銘のある板碑があるほか、

門前には木食観正碑（南無大師遍照金剛）がある。

⑭第六天神社　和泉町７８５

第六天社という名前の神社はかつて無数にあったが、今は

数えるほどしか残っていない。神社の裏の池は親孝行の子

供のために、親に持ち帰る酒が湧く池だったが、あるとき、

村人に見つかり、ただの水になってしまったという伝説を

持っている。

⑮宝心寺　和泉町３１９３

江戸時代の和泉村の領主で旗キだった松平氏（能見松平と

いう）の菩提寺。墓地の一角には松平氏の代々の墓が並び、

土地の人々は「殿墓」と呼んでいる。


